
超解像顕微鏡ワークステーション

Vutara VXL 

Vutara VXLには独自のBi-planeテクノロジーが搭載されてお

り、イメージ取得毎に3Dデータを収集します。このテクノ

ロジーにより、より厚いサンプルに対してZスタックシリー

ズを簡単に実行し、ボリューム全体を自動的に位置特定し

て再構築することが出来ます。Vutara VXLはサンプルの包

括的な3Dデータを簡単に取得できます。 

Bi-planeテクノロジー: 蛍光分子のZ位置を決定するための

Bi-plane検出(右図)。単一の蛍光分子のポイントスプレット

関数(PFS)は、サンプル空間で800nm離れた２つの検出面に

投影されます。キャリブレーション後、２つの平面間の強

度差は、蛍光分子のZ位置に直接変換されます。 

Bi-planeテクノロジー: 3Dイメージング 

カバーガラスから遠く離れた場所での単一分子イメージング 
Vutara VXLは、カバーガラスの表面から遠く離れた深さ約50µmのイメージングが可能で、幅広い種類のサンプルに対応で

きます。独自のBi-planeテクノロジーにより、SRXソフトウェアを備えたVutara VXLは、市販されている他のどの単一分子

ローカライゼーション顕微鏡よりも、多くの種類のサンプルに対応できます。培養細胞、細胞コロニー、組織切片、モデル

生物全体を超解像イメージングで利用できるようになります。 

Bruker Vutara VXL 超解像顕微鏡は、研究者を容易に

超解像イメージングの世界にご案内します。Brukerの

単一分子ローカライゼーション顕微鏡(SMLM)テクノロ

ジーは、コンパクトなフットプリントで効率化された

システムを実現します。 

Vutara VXLシステムはクロマチン複合体構造や染色体

部分構造から、DNA、RNA、タンパク質の研究を実行

できるだけでなく、ゲノムや様々な細胞内小器官の機

能的関係を研究することが出来ます。また、細胞外マ

トリックス構造、細胞外小胞(EV)、ウイルス学、神経

科学、生細胞イメージングなどの高度な空間生物学研

究もサポートします。 

Bruker独自のシークエンシャルラベリング対応プラッ

トフォームPlexFloとの組み合により、ゲノミクス、ト

ランスクリプトミクス、プロテオミクス研究におい

て、ターゲットを絞ったサブマイクロメートルのマル

チオミクスのマルチプレックスイメージングを可能に

します。 



お問合せ先: 

※価格および仕様等は予告なく変更することがございます。予め、ご了承ください。 

SRXソフトウェア: ローカライゼーションを情報に変える  

■ 仕様  

VutaraのSRXソフトウェアは、生産性を向上させ、ロー

カライゼーションを有意義な結果に変えます。SRXワー

クフロー指向ソフトウェアで、超解像の単一分子ロー

カライゼーション実験のセットアップ、キャリブレー

ション、イメージング、処理、分析を案内します。SRX

ソフトウェアは、リアルタイムのローカライゼーショ

ン処理と高度な可視化、および洗練された定量分析

ツールを組み合わせて、研究者が公表可能な品質の動

画、画像、測定結果を迅速に作成できるようにしま

す。 

アクセサリ:  PlexFlo シークエンシャルラベリング対応プラットフォーム 

Vutara VXLを使用したローカライゼーション顕微鏡プロトコルに、連続して蛍光標

識を組み込み、マルチプレックスイメージングを可能にするように設計されていま

す。 


